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２水稲・麦の採種法改善

課題 名 分類 ①

水稲極早生品種種子の塩水選濃度

試験研

究年次

1～２年（完了）

Ｉ目的近年作付が増加している極早生品種の種子は比重が軽いので
、 従来の品種と同様の濃度の塩水選（比重1.13）では浮き籾が多い。そ
こで、塩水の濃度と選別歩留り、苗の初期生育との関係から、実用上間

題とならない程度まで塩水濃度を弱めることの可能‘性を明らかにする ◎

Ⅱ試験方法‘

１供試材料

種子の来歴調査の前年産、常温貯蔵

調査点数１年１６点、２年２４点

極早生品種ｺｼﾋｶﾘ,ｷﾇﾋｶﾘ,ﾐﾈｱｻﾋ比較品種日本晴,ﾂｸｼﾎﾏﾚ
２種 子 の 選 別 法

比重選別１．１３（標準）1.101.0751.051.00
３ 調 査 法

（１）出芽歩合、苗の乾物重調査
比重別にマット苗用育苗箱に播種、１区30粒

播種:期１年６月７日、２年６月４日
播種後16日に苗を抜き取って出芽歩合と乾物重を調査

（２）ばか苗病発生率調査
比重別にマット苗用育苗箱に播種、１区309
播 種 期 ６ 月 ４ 日 、種子消毒無

ばか苗病発生率は病害虫研究室の指導により６月20日に調査

Ⅲ主要成果の概要

コシヒカリ、キヌヒカリ、ミネアサヒなどの良食味極早生品種は比重

が軽いので、種子調製にあたっては、塩水選濃度を比重1.10まで下げて
も実用上の問題はない。

１コシヒカリ、キヌヒカリ、ミネアサヒの比重1.13での沈下籾歩合は

７０％と低いが、比重を1.10に下げた場合には91％と高くなる。
２比重を1613にすると、1.13の場合に比べて出芽歩合と苗の乾物重が

低下するが、その程度は問題にならない程度である。
３種子の比重とばか苗病発生率との関係はみられない。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表種子の沈下籾歩合、出芽歩合、苗の乾物重

年度 品種

調査

点数

沈下籾歩合(%）出芽歩合(%）苗の乾物重(mg）

1.131.101.0751.131.101.0751.131.101.075

1年

ｺシヒカリ３

ｷヌヒカリ３

ﾐﾈｱｻﾋ７

日本晴２

ﾂｸｼﾎﾏﾚ１

３
０
１
２
６

●
◆
●
◆
●

1５．４１５

１８．１１８

１４．２１４

１６．３１６

１７．７１７

８
２
６
３
８

●
●
◆
●
●

５
８
４
６
７

１
１
１
１
１

４
２
４
３
５

●
●
◆
◆
●

9５９５．６９４．６９４

９９９６．７９６．２９６

９７９１．９８９．２８８

９７１００９６．７９５

９９１００９９．７９９

6３８９

８９９９

７４９３

７５９２

９３９８

２年

ｺシヒカリ３

ｷヌヒカリ７

ﾐﾈｱｻﾋ７

日本晴２

ﾂｸｼﾎﾏﾚ１

７
８
４
４

●
●
●
◆

５
６
４
７

１
１
１
１

８
９
４
５

●
●
◆
◆

５
６
４
７

１
１
１
１

８
０
５
０

●
●
●
●

５
７
４
８

１
１
１
１

６
９
６
９

●
●
●
●

9２９７．８９６．９９６

９７９２．４９０．４８９

９４９５．２９５．０９４

９８１００９９．２９８

９７

４
３
８
６
５

８
９
８
９
９

８
１
１
８
６

６
７
６
８
８

ｺｼ,ｷﾇ,ﾐﾈ2ｶ年平均3０ 7０９１９６９４．２９２．９９２．３１５．７１５．６１５．５

第２表種子の比重別ばか苗病発生率(%）（２年）

１．１３１．１０１．０７５１．０５１．００浮籾

品種？？？？

以上1.131.101.0751.05

1.131.101.0751.051.00浮籾

品種？？？？
以上1.131.10.1.0751.05

0．２０．１０．２

０．５００．１

０．４０ ０

０．４０．９１．０

００ ０

０００

コシヒカリ０．１０．７０．３

〃０．３０．３０

〃００．１０．６

キヌヒカリ０．１０．１０．５

〃０６３０．８０．４

〃0．７０．３０

ﾐﾈｱｻﾋ0．１００．１００．７０．５

〃０．３０．１００００

〃０．１０．１００．６００

〃０．２０．２０００．５０．２

〃0．５０．３０．３０００

日本晴０．２０．９００００

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１良質米生産技術指針、九州農業の新技術に掲載する。

２種子量が十分ある場合は従来どおりの方法とし、種子童に余裕がない場合に実
施する。

３極早生品種の中でもコシヒカリ、ミネアサヒは特に比重が軽く、また、自家採
種で種子の調製が不良な場合には浮籾が多いが、比重1,10よりは下げないよう
にする。

Ⅵ今後の研究上の問題点

ヒノヒカリ、ユメヒカリなど中晩生良食味品種への適応性の検討

Ⅶ資 料名

1～２年度福岡県農業総合試験場水稲奨励品種決定調査成績書


